
　　　論と実務の架橋の重要性が説かれ、その構築が成 

　　　されつつある現在ですが、実際のところ、民事訴 

訟においては理論が軽視され、実務が優先されがちな実 

態があります。そのような時代の流れの中で、私は、訴 

訟当事者から見た場合、現行の民事訴訟手続の理論・運 

営は真に訴訟当事者のためになりうるのかという疑問を 

払拭できないでいます。その一方で、訴訟当事者自身に 

自らが訴訟の主体であり、客体ではないという意識が本 

当にあるのか、場合によっては裁判所に全面的に寄りか 

かっている部分もあるのではないかという思いも懐き続 

けています。 

　今回、今まで書き続けてきた拙稿を単行本化するにあ 

たって、大幅に本文を加筆訂正するつもりでいました。 
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研究成果の紹介  

　　　営統計学は、ビジネス上のさまざまなデータを 

　　　分析するための統計学です。しかし、私の問題 

意識としては、経営統計学といいながらその手法は一 

般統計学と何ら変わらない。そして、それが実務で使 

われているかといえば、あまり使われていない。それ 

はなぜかを考えました。 

　1つは、データの問題。統計学は農業など自然科学 

の分野で生まれ育ってきたので、わりときれいなデー 

タを対象にしています。それに対し、経営など社会科 

学で扱うデータは人が介在しているため質があまり良 

くない。誤差が非常に多い。そういうデータを下手に 

高度な手法で解析すると、大きなエラーが出てしまった 

りするんです。 

　2つめが、統計手法の問題です。統計手法には簡単な 

ものから難しいものまでいろいろありますが、高度な 
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訴訟当事者からみた民事訴訟 

〈発行所：千倉書房〉 松山大学研究叢書　第50巻 

経営統計学のマネジメント的研究 
―経営データ解析への展開― 

理 しかし、自分自身の人生と密接に絡み合う中で書き続け 

てきた拙稿は、そのときどきの私自身の人生観を投影す 

るものでもあります。その当時どのような問題意識のも 

とに論を進め、まとめ上げたかをそのまま現存させるこ 

とで自分自身の人生の軌跡を残すという方法が、今の私 

には最も相応しいように思い、あえて大幅な加筆訂正は 

しませんでした。 

　そのかわり「序文―解題にかえて」という形で、執筆後 

に刊行された論文や当時見過ごしてしまった論文を読む 

中で、拙稿を再考し、抜け落ちていた問題点、今後予測 

される問題点、考察の射程に入れた方がよい問題点を今 

後の研究課題として提示しています。 

書の刊行にあたって― 本 ジネスの現場であまり使われない「経営統計学」 ビ 

当事者サイドからみた現在の民事訴訟は 

より望ましく、好ましいものになっているのか。 

国民にとっても利用しやすく、わかりやすい 

民事訴訟理論の方向性はどのようなものなのか。 

理論構築・活性化をめざした研究の軌跡。 

企業におけるデータ解析の環境は 

ますますよくなっているのに、 

統計解析が生かされていないのはなぜか― 

経営統計学を3つの側面から再検討し、 

新たな「経営データ解析」への展開を提案する。 

　　　究の軌跡の中で、私の関心事は、民事訴訟法の個々 

　　　の解釈学よりも、民事訴訟という場で蠢く多くの 

人々の関係性からみた民事訴訟手続のありようへと動い 

てきました。 

　このようなアプローチの仕方は現在の実務には有益で 

はないかもしれません。しかし、実務が理論に優先され 

る感がある昨今の民事訴訟であっても、やはり理論の骨 

格は崩せません。むしろ、その基本に立ち戻る姿勢が必 

要ではないか。その一方で、訴訟当事者の主体としての 

意識は真に醸成されているのだろうか。当事者の意識が 

希薄なままでは、法意識、権利意識は育ちません。また 

裁判所や訴訟代理人がパターナリスティックになりすぎ 

ることにも問題があるのではないか。その両者の兼ね合 

いをどのように調整すべきか、その問題を日本社会との 

関係性の中で考究できないかというのが、拙稿のスター 

ト地点でした。 

　最近、日本人の法意識が欧米に比べて低いという命題 

は当てはまらないとする調査報告が発表されましたが、 

私は質問票の項目からは窺い知れない意識下の“刷り込み” 

が抜け落ちているのではないかという疑問をもっていま 

す。そして、やはり当事者の法意識が低いのならば、法 

曹の意識はどうあるべきか。裁判官への忌避申立てのほ 

とんどが認められていない現状、口頭弁論のかなりの部 

分が書面審理となっている実態をどう捉えるべきか。当 

事者の意識改革はもとより、法曹の意識改革もなされな 

ければ、民事訴訟の透明化は難しいと考えます。 

　今後は、訴訟当事者の権利の側面だけではなく、責務 

の側面から民事訴訟法理論の再検討に着手していき、現 

在の実務・実践の既成事実化、理論後追い現象に、再度、 

民事訴訟法研究者として堅固な理論構築にチャレンジし 

ていきたいと考えています。 
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事訴訟の基本に立ち返り、理論構築を― 民 

〈「序文」「あとがき」より抜粋・一部談〉 

手法は適用前提条件が厳しい。ビジネスの分野では満 

たせないため、どうしても無理な適用をしてしまいが 

ちで、正しい結果が得られない。そもそも高度な手法 

ばかり使う自然科学の統計手法は、ビジネスパーソン 

にはちょっと難しすぎる。 

　3つめが、マネジメントの問題。たとえば上司にデー 

タ分析を頼まれて、非常に高度な手法で複雑な分析結 

果を出したとしても使ってもらえるでしょうか。使う 

人の認知スタイルにあったものでなければ役立たない 

でしょう。そういうことを統計学では一切考えていな 

い。どう使うかというマネジメントに関して、何も配 

慮されていないのです。 

　以上の3つの側面で、今の経営統計学はビジネスに適 

合していないと確信しました。そこで、どうすればより実 

践的な統計手法ができるかと考えたのが私の研究です。 

　　　論からいうと、なるべく簡単な手法がいいよ、 

　　　ということです。高度な手法は適用前提条件が 

厳しいため無理に使うとかえって精度が落ちてしまう。 

それよりも、なるべく簡単な手法を中心に構成したほ 

うが、より精度の高い結果が得られるということがわ 

かってきました。 

　つまり、今の統計学の枠組みの中で経営統計学を考 

えるからそうなってしまうわけで、その枠を取っ払っ 

て新しい解析手法を考えましょうと。それを私は「経 

営データ解析」と名付けているのですが、その経営デー 

タ解析への展開を理論づけて提唱しているのがこの本 

です。さらに、この夏『Excelによる経営データ解析入 

門』という本を出す予定で、これで理論と実践が揃いま 

す。こちらは経営データ解析の手法をより具体的に解 

結 

クセルでできる「経営データ解析」 エ 
説した本ですので、ビジネスパーソンの方にもぜひ読 

んでほしいと思っています。 

　データ解析の環境はずっと以前から整っているんで 

す。エクセルなどは非常に高度なデータ解析の機能が 

ついているんですよ。けれど、それを使いこなすため 

のきめ細かな理論が教えられていなかった。経営デー 

タ解析はエクセルでできるようにしていますので、や 

ろうと思えば、ごくふつうのビジネスパーソンでもデー 

タ解析ができる。そのことにぜひ気づいてほしいと思 

います。 

　「正確に誤るよりも、漠然と正しくありたい」―私は 

これが経営データ解析の本質だと思っています。難し 

い計算をして間違ってしまうよりも、アバウトに正しい 

答えを早く出した方が、はるかに役立つのです。 〈談〉 


